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浄
瑠
璃

「
八
百
屋
お
七
」
の
展
開
と

歌
舞
伎

「江
戸
桜
恋
英
」

一

浄
瑠
璃
の
中
で
も

「
八
百
屋
お
七
」
の
系
列
に
属
す
る
浄
瑠
璃
に
は
未
解
決

の
問
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
筋
や
趣
向
の
展
開
に
も
不
明
の
点
が
多

い
。
こ
の
一
点
で
も
解
明
で
き
れ
ば
と
試
み
る
の
が
小
論
で
あ
る
。

先
ず
八
百
屋
お
七
関
係
の
義
太
夫
節
浄
瑠
璃
で
は

「外
題
年

鑑
」
所
載

の

「
八
百
屋
お
七
歌
祭
文
」
（元
禄
十
七
年
二
月
十
五
日
？
）が
古
い
よ
う
で
あ
る

が
未
見
で
あ
り
、
作
者
も
不
明
で
あ
る
。
次
は

「
八
百
や
お
七
」
叉
は

「
八
百

屋
お
七
恋
緋
桜
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
紀
海
音
の
作
品
で
あ
る
が
、
こ
の
丸
本
は

書
誌
的
に
数
種
の
も
の
が
あ
り
、
そ
の
初
演
は
砧
田
善
雄
氏
は
正
徳
四
年
頃
と

推
定
さ
れ
、
若
月
保
治
氏
は
享
保
二
年
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
九
本
の
書

誌
や
刊
行
年
代
な
ど
に
つ
い
て
は
今
は
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
が
、
黒
木
勘
蔵

氏
が
日
本
名
著
全
集
の
解
題
に
挙
げ
ら
れ
た
享
保
二
年
十
月
刊
の

「
八
百
屋
お

七
恋
緋
桜
」
（伊
賀
屋
勘
右
衛
門
刊
の
江
戸
版
）も
内
容
は
殆
ん
ど
同
文
と
の
こ

と
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
も
こ
ゝ
に
含
め
て
、
上
巻

「吉
祥
寺
」
中
之
巻

「
八

百
屋
内
」
下
之
巻

「牢
外

。
道
行

・
鈴
の
森
」
か
ら
な
る
海
音
の
作
品
の
筋
は

周
知
の
も
の
で
あ
り
、
今
更
説
明
の
要
は
な
い
。
た
ゞ
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の

は
、
こ
の
海
音
の
作
品
の
終
り
に
、
そ
の
後
日
の
増
補
が
附
加
さ
れ
た
江
戸
版

横

山

の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
管
見
で
は
大
別
し
て
二
種
類
あ
り
、
加
賀
文
庫
の

「
八
百
や
お
七
恋
ざ
く
ら
只
内
題
に
よ
る
。）
と
東
北
大
学
蔵
の

「
八
百
や
お
七

恋
桜
」
と
が
こ
れ
で
あ
る
。
前
者
は
享
保
三
年
正
月
吉
日
、
山
形
屋
勘
右
衛
門

版
の
絵
入
五
段
十
五
行
本
で
あ
り
、
後
者
は
享
保
三
年
三
月
上
旬
、
伊
賀
屋
勘

右
衛
門
版
の
竹
本
喜
世
太
夫
正
本
、
五
段
九
行
本
で
あ
る
。
（天
理
図
書
館

蔵

「
八
百
屋
お
七
恋
桜
」
が
同
じ
く
増
補
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
東
北
大
本
と
殆

ん
ど
同

一
内
容
の
も
の
で
、
同
じ
二
月
に
江
戸
さ
が
み
や
与
兵
衛
よ
り
刊
行
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
東
北
大
本
と
同
類
と
し
て
扱
う
。）
こ
の
二
種
の
本
は
極

め
て
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
海
音
の

「
八
百
や
お
七
」
に
類
似
し
な
が
ら
も
明

瞭
な
別
系
統
の
類
型
を
も

っ
て
い
る
。
即
ち
第

一
か
ら
第
三
ま
で
は
海
音
の

「

八
百
や
お
七
」
と
殆
ん
ど
同
じ
筋
で
あ
る
が
、
た
だ
第
二
（
八
百
屋
内
）
で
吉
三

郎
が
間
の
山
の
問
附
と
な
っ
て
八
百
屋
に
来
る
の
と
お
七
が
放
火
し
た
の
ち
狂

人
の
よ
う
に
な
っ
て
吉
三
郎
を
追

っ
て
家
を
出
る
点
が
海
音
の
も
の
と
相
違
し

て
い
る
が
、
こ
の
二
種
の
本
は
こ
こ
も
同

一
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
後
の
第
四

が

「
大
地
そ
う
め
ぐ
り
」、　
第
五
が

「
八
百
や
お
七
う
つ
ヽ
の
お
ほ
ろ
か
ご
」

と
な
っ
て
い
て
、
海
音
の
作
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
増
補
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま

た
二
本
と
も
に
同

一
で
あ
る
。
た
ゞ
加
賀
文
庫
本
の
方
が
絵
入
細
字
本
で
あ
る

た
め
東
北
大
本
よ
り
も
全
般
的
に
本
文
が
簡
略
で
あ
り
、
東
北
大
本
（天
理
本
）

正



の
最
後
は
久
兵
衛
が
十
内
を
案
内
し
て
吉
三
郎
の
庵
室
に
来
て
、
お
七
の
幽
霊

に
会
う
趣
向
に
な
っ
て
い
る
が
、
加
賀
文
庫
本
に
は
無
く
、
武
兵
衛
を
殺
し
て

吉
三
郎
と
お
七
の
霊
と
が
恨
み
を
は
ら
す
と
こ
ろ
ま
で
で
終

っ
て
い
る
。
こ
の

二
本
の
前
後
は
容
易
に
決
定
し
難
い
が
、
現
存
の
も
の
に
つ
い
て
見
る
限
り
、

東
北
大
本
の
方
が
加
賀
文
庫
本
よ
り
も
三
ケ
月
刊
記
が
お
そ
い
に
も
拘
ら
ず
、

本
文
の
成
立
は
む
し
ろ
早
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、

こ
の
二
種
の
本
は
海
音
作

「
八
百
や
お
七
」
の
、
同
じ
方
向
か
ら
の
増
補
本
に

外
な
ら
な
い
。

叉
こ
れ
ら
と
は
全
く
異
な
る
別
の
一
本
、
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
、
堺
嶋
太
夫

・
竹
本
喜
世
太
夫
の

「
八
百
や
お
七
江
戸
紫
」
⌒諄
凛
細
鉾
塾
期
が
距
一ど

が
あ
る
が
、

こ
れ
は
石
割
松
太
郎
氏
や
詰
田
善
雄
氏
に
よ
っ
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
お
七
も
登
場
せ
ず
、
吉
三
郎
の
父
の
側
の
事
件
を
中
心
に
し
た
全
く
傍

系
の
も
の
で
、
前
篇
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
他
の
八
百
屋
お
七
関
係
作
品

と
は
比
較
し
に
く
い
も
の
で
あ

る
議
期
絲
希
ほ
ｎ
臨
「
罐
麟
他
と「如
じ

。
享
保
十

七
年
正
月
及
び
元
文
三
年
五
月
の
豊
竹
座
上
演
の

「
八
百
屋
お
七
恋
緋
桜
」
は

共
に
海
音
原
作
通
り
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
海
音
以
後
で
は
前

掲
の
「
八
百
や
お
七
江
戸
紫
」
は
別
と
し
て
、
そ
の
他
の
も
の
は
海
音
原
作
か
殆

ん
ど
原
作
の
ま
ま
の
終
り
に
後
日
の
増
補
を
附
け
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

更
に
義
太
夫
節
以
外
の
主
な
も
の
を
見
て
も
、　
一
中

「
八
百
屋
お
七
物
語
只
正

徳
か
）
は
全
く
別
筋
で
あ
り
、　
富
松
薩
摩

「吾
妻
歌
七
枚
起
請
」

（正
徳
末
以

後
）
は
海
音
原
作
の
上
巻
中
巻
に
一
中
の
道
行
と
命
乞
い
と
を
つ
け
た
も
の
、

絵
入
六
段
本

「
八
百
や
お
七
江
戸
紫
只
享
保
五
年
正
月
、
村
田
屋
版
、
東
大
霞

亭
文
庫
）
は
海
音
原
作
の
前
後
に
前
記
の

「江
戸
紫
」
と
増
補
の
後
日
と
を
つ

け
て
簡
略
化
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
も
海
音
の
作
品
そ
の
も
の
の
全
体
を

著
し
く
改
変
し
た
も
の
は
見
出
さ
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
延
享
元
年
四
月
に
豊
竹
座
上
演
の

「潤
色
江
戸
紫
」
に
至
る
と
、

こ
の
事
情
は

一
変
す
る
。
勿
論
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
歌
舞
伎
の
方
で
も
し
ば

し
ば
八
百
屋
お
七
関
係
の
狂
言
が
上
演
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
江
戸
で
中
将
姫
或

は
曽
我
そ
の
他
の
別
の
世
界
の
物
語
中
に
お
七
を
入
れ
た
も
の
は
別
と
し
て
、

そ
の
外
の
歌
舞
伎
外
題
は
殆
ん
ど
が
海
音
の
浄
瑠
璃
と
同
名
の
「八
百
屋
お
七
」

又
は

「
八
百
屋
お
七
恋
緋
桜
」
と
な
っ
て
い
る
。
題
名
の
一
致
だ
け
か
ら
内
容

の
同

一
又
は
類
似
を
推
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
し
、
殆
ん
ど
そ
の
内
容
が
不

明
で
あ
る
現
在
で
は
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
何
も
い
う
こ
と
が
出
来
な
い
。
然

し
叉
反
対
に
、
こ
れ
ら
の
同
名
の
作
品
の
影
響
に
よ
っ
て

「潤
色
江
戸
紫
」
が

従
来
の

「
八
百
や
お
七
」
と
著
し
く
異
な
る
変
化
を
示
す
に
至
っ
た
と
も
考
え

ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

二

海
音
の

「
八
百
や
お
七
」
と

「潤
色
江
戸
紫
」
と
を
比
較
す
る
場
合
、
後
者

の
趣
向
の
多
く
の
面
に
複
雑
化
が
見
ら
れ
る
が
、
殊
に
注
目
を
ひ
く
も
の
は
、

三
之
巻
に
入
れ
ら
れ
た
新
吉
原
の
廓
場
と
四
之
巻
に
入
れ
ら
れ
た
猿
若
座
顔
見

世
の
舞
台
に
於
け
る
吉
三
郎
と
武
兵
衛

一
味
と
の
大
喧
嘩
の
場
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
の
何
れ
も

「
八
百
や
お
七
」
に
は
全
く
な
か
っ
た
趣
向
で
あ
る

（
「
八
百

や
お
七
江
戸
紫
」
で
は
間
接
に
廓
の
雰
囲
気
が
僅
か
に
描
か
れ
る
が
、
そ
れ
も

吉
原
で
は
な
く
島
原
で
あ
る
）
。
「
八
百
や
お
七
」
と
異
な
る

「潤
色
江
戸
紫
」

の
趣
向
中
、
そ
の
主
な
も
の
を
拾

っ
て
み
て
も
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

田
　
北
野
聖
廟
で
重
宝
紛
失
事
件
が
表
面
に
描
か
れ
る
２

之
巻
）。

②
　
吉
祥
院
の
場
で
は
吉
三
郎
の
父
源
次
兵
衛
が
登
場
す
る
公
一之
巻
）。

０
　
新
吉
原
揚
屋
の
廓
場
並
び
に
遊
女
八
重
菊
の
登
場
貧
一之
巻
）。

四
　
平
太
の
廓
通
い
は
忠
義
の
た
め
と
す
る
趣
向
３
一之
巻
）。



固
　
衣
紋
坂
の
殺
し
、
源
次
兵
衛
旅
宿
の
複
雑
な
趣
向
な
ど
貧
一之
巻
）。

０
　
木
挽
町
猿
若
山
三
の
顔
見
世
芝
居
の
舞
台
に
於
け
る
吉
三
郎
と
相
手
方

と
の
大
喧
嘩
の
夢
の
場
の
趣
向
（
四
之
巻
）。

同
　
八
百
屋
内
で
は
お
七
を
父
も
母
も
共
に
説
諭
し
て
い
る
（四
之
巻
）。

（従
前
の
浄
瑠
璃
で
は
お
七
を
説
諭
す
る
の
は
母
だ
け
）

８
　
刑
場
で
は
吉
三
郎
が
自
ら
髪
を
切

っ
て
お
七
に
与
え
る
（五
之
巻
）。

（従
前
の
浄
瑠
璃
で
は
吉
三
郎
の
髪
を
お
七
に
は
与
え
な
い
）

右
に
挙
げ
た
だ
け
の
違
い
を
見
て
も
、
こ
れ
ら
の
趣
向
が
す
べ
て

「潤
色
江

戸
紫
」
独
自
の
浄
瑠
璃
的
新
工
夫
ば
か
り
と
は
考
え
難
い
性
質
の
も
の
を
含
ん

で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
０
の
新
吉
原
の
場
、
国
の
猿
若
山
三
顔
見
世
の

場
な
ど
を
八
百
屋
お
七
の
世
界
へ
入
れ
た
こ
と
に
は
歌
舞
伎
的
趣
向
の
色
彩
を

感
ず
る
。
然
し
前
記
の
よ
う
に
従
来
知
ら
れ
て
い
る
歌
舞
伎
の
八
百
屋
お
七
も

の
の
中
に
、
こ
の
よ
う
な
趣
向
の
影
響
を

「潤
色
江
戸
紫
」
に
直
接
及
ぼ
し
た

と
思
わ
れ
る
も
の
は
見
出
し
難
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
疑
間
を
解
決

す
る
歌
舞
伎
狂
言
が
、
し
か
も
浄
瑠
璃

「潤
色
江
戸
紫
」
初
演
の
僅
か
数
年
前

に
大
阪
で
上
演
さ
れ
た
と
の
推
定
を
可
能
と
さ
せ
る
歌
舞
伎
絵
尽

「江
戸
桜
恋

英
」
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
絵
尽
に
は
歌
舞
伎

「江
戸
桜
恋
英
」
の
上
演
年

月
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
従
来
の
興
行
年
表
類
の
何
れ
に
も
、
そ
の
題
名
は

見
当
ら
な
い
の
で
、
先
ず
上
演
年
代
の
推
定
が
必
要
と
な
る
。

三

「江
戸
桜
恋
英
」
の
上
演
年
月
決
定
の
た
め
に
、
ン」
の
絵
尽
の
役
者
替
名
貧

オ
）
の
部
分
を
全
部
次
に
挙
げ
よ
う
。
（破
損
の
部
分
は
日
国
で
示
し
、
判
読
で

き
る
も
の
は
□
の
中
に
、
そ
の
文
字
を
入
れ
た
。）

さ
く
ム
′
こ
い
の
は
な
ぶ
０
　
み
や
日
Ｈ
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右
の
役
者
名
に
よ
っ
て
、
こ
の
上
演
年
月
を
考
え
る
た
め
、
大
阪
の
岩
井
座

に
つ
い
て
、
こ
の
役
者
の
顔
ぶ
れ
に
最
も
近
い
時
期
を
調
べ
る
と
、
元
文
二
年

十

一
月
十
七
日
よ
り
の
顔
見
世
以
後
、
元
文
三
年
に
か
け
て
の
期
間
、
即
ち
元

文
三
年
の
岩
井
座
の
役
者
顔
ぶ
れ
が
右
の
役
者
名
に
最
も
よ
く

一
致
す
る
こ
と

が
判
明
す
る
。
元
文
四
年
以
後
、
寛
保
二
年
ま
で
は
岩
井
半
四
郎
は
座
本
で
な

く
、
寛
保
三
年
は
座
本
で
あ
る
が
、
右
の
役
者
名
と
や
ヽ
異
な

っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
点
か
ら
考
え
る
と
、

「江
戸
桜
恋
英
」
の
上
演
は

一
応
、
元
文
三
年
の

岩
井
座
と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
裏
づ
け
の
た
め
に
、
先
ず
元
文
三
年

三
月
刊
の
役
者
評
判
記

「役
者
紋
揚
謝
」
の
大
坂
之
巻
を
見
る
に
、
そ
の
敵
役

之
部
に
岩
井
座
の
山
本
小
平
次
の
評
と
し
て

此
人
御
存
じ
筑
後
座
の
手
づ
ま
人
形
つ
か
ひ

．
飛
騨
ノ
稼
の
甥
小
平
次
殿

。

京
水
木
座
へ
．
中
村
博
九
郎
と
て

。
立
役
に
お
出
の
や
う
に
申
ン
た
が

．
跡

霜
月
十
二
日
よ
り
岩
井
座
へ
始
メ
て
出
ら
れ

。
…
…

と
あ
る
こ
と
に
依

っ
て
、
岩
井
座
の
役
者
と
し
て
小
平
次
が
出
演
の

「江
戸
桜

恋
英
」
が
元
文
二
年
十

一
月
十
二
日
ょ
り
遡
る
こ
と
の
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
こ
の
評
判
記
中
の
岩
井
座
関
係
の
役
者
評
に
は
未
だ
八
百
屋
お
七
関
係

の
批
評
が
全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
元
文
三
年
二
月
以
後
の
上
演
と
な
る
。

次
に
元
文
四
年
正
月
刊
の

「役
者
大
極
舞
」
の
大
坂
之
巻
を
見
る
と
、
そ
の

泣
役
之
部
に
、
中
村
重
蔵
座
（角
）
の
嵐
三
十
郎
の
評
と
し
て

仕
合
を
吹
付
る
嵐
氏
…
…
…
餘
国
へ
お
出
な
く
つ
ヽ
い
て
此
津
の
お
つ
と
め

去
秋
八
百
屋
お
七
の
十
内
を
な
さ
れ
ず
手
代
の
あ
し
ら
い
今
に
お
ゐ
て
町
中

此
評
判

。
さ
り
と
は
氣
色
上
手
に
な
ら
せ
ら
れ
た
…
…
…

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
元
文
三
年
秋
に
入
百
屋
お
七
も
の
の
狂
言
に
出
演
し

て
、
当
然
な
る
べ
き
十
内
役
を
せ
ず
に
、
八
百
屋
の
手
代
平
四
郎
を
演
じ
て
評

判
を
と
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
れ
は

「江
戸
桜
恋
英
」
の
役
者
替
名
中
の

「
八
百
や
手
代
平
四
郎
　
嵐
三
十
郎
」
の
記
載
と
完
全
に
一
致
し
、
こ
の
狂
言
が

元
文
三
年
秋
の
興
行
で
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
更
に
同
じ

「役
者
大
極
舞
」
の

岩
雌
畔
畑
馴
辮
林

ヱ
門
殿
は
。
難
江
三
代
四
代
の
座
本
の
名
代
男
去
年
の
顔
見

せ
‘
万
菊
殿
冨
十
殿
下
ら
れ
九
月
節
旬
迄
狂
言
四
つ
に
て
大
入
を
と
ら
せ
ら

れ
た
が
節
句
‘
芝
居
勤
ざ
り
し
は
勝
て
か
ぶ
と
の
緒
を
し
む
る
道
理
か
と
噂

せ
し
に
当
年
は
座
本
迄
お
休
な
さ
れ
中
む
ら
座
へ
お
つ
と
め
・…
・…
・

と
あ
り
、
叉
元
文
五
年
正
月
刊
の

「役
者
恵
宝
参
」
の
大
坂
之
巻
に
あ
る
中
村

新
五
郎
（中
村
重
蔵
座
）
の
評
に
も

此
新
五
郎
殿
午
の
貞
み
せ
よ
り

。
岩
井
座
へ
お
下
り
被
成

．
狂
言
四
つ
に
て

九
月
迄
評
判
よ
く

。
当
通
し
成
し
に
節
句
前
‘
銀
主
よ
り
芝
居
を
止
ら
れ

。

尾
も

。
花
も

。
ま
し
て
暇
乞
も
な
く

。
都
へ
お
三
人
と
も
に
上
ら
せ
ら
れ

。

と
あ

っ
て
、
こ
の
両
評
と
も
に
、
元
文
二
年
十

一
月
十
七
日
よ
り
の
午
の
顔
見

世
よ
り
元
文
三
年
九
月
節
句
前
ま
で
の
間
に
岩
井
座
で
四
つ
の
狂
言
を
上
演
し

て
、
そ
れ
が
好
評
大
入
り
で
あ

っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
岩
井
座
の
四

狂
言
と
は

元
文
二
年
十

一
月
十
七
日
午
の
顔
見
世

「岩
扇
蔵
銀
（修
）祖
」

同
年
間
十

一
月
十
二
日

「女
夫
星
浮
名
天
神
」
（
「許
多
脚
色
帖
」

〓
一の
墨

書
に

「大
切
石
橋
中
村
冨
十
郎
大
当
り
」
）

元
文
三
年
二
月
三
日
霧
謝
酢
嗽
賜
ｒ
甜
畔
聾

「雛
鶴
賑
曽
我
」

同
年
八
月
八
日

「
八
百
屋
お
七
恋
緋
桜
」
⌒鍬
隷
伎
）ヽ

「八
百
屋
於
七
恋
飛

脚

」

萩

風
犠
響

、

「
八

百

屋

お

七

中
村
冨
十
郎
ツ
ト
ム
」

（
一二「
時
影
綱
色
帖

↓

（右
の
外
に
、
「歌
舞
伎
年
表
」
は
元
文
三
年
五
月
五
日
の

「富
貴
草
都
妻

夫
獅
子
」
富
十
郎
の
石
橋
を
挙
げ
る
が
、
ン」
れ
は
前
掲
の

「許
多
脚
色
帖
」

に
見
え
る
前
年
の
石
橋
の
再
演
と
思
わ
れ
る
の
で
除
外
す
る
。
）



の
四
つ
で
あ
り
、
元
文
三
年
秋
と
言
え
ば
、
右
の
最
後
に
挙
げ
た
八
月
興
行
以

外
に
は
な
い
。
然
も
右
に
挙
げ
た
岩
井
半
四
郎
や
中
村
新
五
郎
の
評
で
は
万
菊

。
富
十
郎

。
新
五
郎
の
三
人
共
に
こ
の
時
出
演
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ

は

「江
戸
桜
恋
英
」
の
役
者
替
名
と

一
致
す
る
だ
け
で
な
く
、

「当
通
し
」
で

あ

っ
た
新
五
郎
故
に
惣
左
衛
門
と
久
兵
衛
と
の
二
役
を
兼
ね
て
い
る
前
記
役
者

替
名
の
記
載
も
十
分
領
か
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

「江
戸
桜
恋
英
」
の
上

演
は
元
文
三
年
八
月
と
決
定
で
き
、
ま
た
前
記
の
よ
う
に
、
こ
の
時
の
興
行
外

題
名
が
何
れ
も
八
百
屋
お
七
関
係
で
あ
り
な
が
ら
、
諸
文
献
が
そ
の
名
を
異
に

し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
絵
尽
に
よ
っ
て
「
林
師
韻
熟
七
江
戸
桜
恋
英
」
の
間
違

で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
尚
、
元
文
三
年
正
月
に
は
江
戸
の
中
村
座

で

「
宝
僧
我
女
護
の
嶋
台
」
、
同
年
五
月
に
は
大
阪
の
豊
竹
座
で

「
八
百
屋
お

七
恋
緋
桜
」
、
同
年
七
月
に
は
大
阪
の
中
山
新
九
郎
座
（中
）
で

「
八
百
屋
お
七

恋
緋
桜
」
が
上
演
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
年
の
八
百
屋
お
七
も
の
の
流

行
の
一
つ
と
し
て

「江
戸
桜
恋
英
」
も
亦
、
八
月
に
上
演
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
こ
の
次
に
、
同
じ
大
阪
に
上
演
さ
れ
た
八
百
屋
お
七
も
の
が
延
享
元
年

四
月
の
浄
瑠
璃
「潤
色
江
戸
紫
」
（豊
竹
座
）
で
あ

っ
た
。
斧
塾
戸
で
の
寛
保
元
年

春
、
河
原
崎
座

「若
緑
七
種
ノ
寿
」、
延
享
元
年
春
の
市
村
座

「
七
草
鑑
曽
我
」

な
ど
は
蝉
丸
や
曽
我
な
ど
の
他
の
世
界
に
お
七
を
入
れ
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、

「

潤
色
江
戸
紫
」
と
の
直
接
影
響
関
係
は
考
え
な
い
で
よ
い
と
思
う
。）
こ
う
し
て

見
て
く
る
と
、

「江
戸
桜
恋
英
」
が
直
接

「潤
色
江
戸
紫
」
に
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
は
十
分
に
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
次
に
こ
の
両
者
の
類
似
点
に
つ
い
て

見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

四

こ
の
絵
尽
の
題
簸
に
は

絨罐
≪
北
酵
雇
壺
』̈鶴
は難
さ　
ゑ
つく
し

と
あ
り
、
絵
は
す
べ
て
見
開
き
で
左
右
連
続
し
、柱
刻
は

「
お
七
　
一一ご

公
一一オ

が
内
題
と
役
者
替
名
）
よ
り
始
ま
っ
て
、
「
お
七
　
十
了
」
で
終
る
が
、
九
丁
を

一
枚
欠
い
で
い
る
。
残
存
部
分
の
内
容
は

「江
戸
吉
原
の
揚
屋
奥
座
敷
」

「
同

揚
屋
門
口
」

「吉
原
の
大
門
口
」

「吉
祥
寺
大
書
院
」

「中
村
勘
三
郎
座
の
舞

台
」

「
八
百
屋
内
」

「
お
七
道
行
」
に
分
れ
て
い
る
。

先
ず
最
初
の

「江
戸
吉
原
の
揚
屋
奥
座
敷
」
で
注
意
を
ひ
く
こ
と
は
、
若
党

文
平
が
傾
城
と
も
へ
の
前
で
小
性
吉
三
郎
の
廓
通
い
を

「
け
い
せ
い
く
る
い
と

す
い
り
や
う
し
て
こ
は
い
け
ん
す
る
」
の
を
吉
三
郎
は
言
訳
け
を
し
、
も、
ぃ
た、

仙
次
郎
が

「
町
人
と
成
ち
や
を
く
み
い
で
吉
三
郎
が
く
る
わ
が
よ
ひ
は
忠
ぎ
成

と
せ
う
こ
人
に
な
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
さ
き
に
二
で
海
音
の

「
八
百
や
お
七
」
に
は
無
く

「潤
色
江
戸
紫
」
に
の
み
あ
る
趣
向
の
主
な
も
の

と
し
て
挙
げ
た
八
項
目
中
の
０
四
に
関
聯
す
る
。
即
ち
こ
の

「江
戸
桜
恋
英
」

の
吉
原
の
揚
屋
と
傾
城
と
も
へ
と
に
よ
る
廓
場
は

「潤
色
江
戸
紫
」
釜
一之
巻
）

の
新
吉
原
の
揚
屋
と
遊
女
八
重
菊
の
登
場
へ
と
そ
の
ま
ま
移
入
さ
れ
た
ば
か
り

で
な
く
、

「江
戸
桜
恋
英
」
の
吉
三
郎
の
忠
義
の
た
め
の
廓
通
い
と
い
う
右
の

趣
向
ま
で
も

「潤
色
江
戸
紫
」
で
は
平
太
の
廓
通
い
に
振
替
え
ら
れ
て

此
源
次
兵
衛
は
其
も
と
に
叉
御
ゐ
け
ん
が
申
た
い
。
　
ム
ウ
平
太
に
ゐ
け
ん
と

は
。　
ハ
テ
湯
嶋
の
て
う
宝
松
竹
梅
の
神
ン
筆
。　
せ
ん
ぎ
の
や
く
め
を
か
う
む

り
な
が
ら
。
お
わ
か
い
と
申
て
も
あ
ま
り
な
る
は
う
ら
つ
。　
ィ
ャ
拙
者
が
け

い
せ
い
ぐ
る
ひ
は
し
ゆ
く
ん
へ
の
ち
う
ぎ
。
ぬ
す
み
て
の
し
れ
ぬ

一
ぢ
く
。

ゆ
う
け
う
に
事
よ
せ
。
諸
人
に
ま
じ
は
つ
て
せ
ん
ぎ
致
す
が
は
う
ら
つ
で
ご

ざ
る
か
の
。
こ
よ
ひ
髪
に
其
も
と
を
と
め
置
。
い
ろ
け
の
な
い
遊
び
お
め
に

か
け
ふ
と
。
…
…
…

の
よ
う
に
明
ら
か
な
翻
案
と
な
っ
て
い
る
。

「江
戸
桜
恋
英
」
の
舞
台
を
見
た



経
験
を
も
つ
観
客
に
し
て
初
め
て
、
こ
こ
の
趣
向
の
見
事
な
翻
案
振
り
を
享
受

す
る
こ
と
が
出
来
た
で
あ
ろ
う
。

次
に
こ
の
絵
尽
で
著
し
く
眼
を
ひ
く
の
は
中
村
勘
三
郎
座
の
舞
台
の
場
で
あ

る
（写
真
参
照
）。
こ
こ
は

「
四
天
王
軍
法
花
笠
」
を
上
演
中
の
江
戸
中
村
座
の

舞
台
上
に

「あ
ぶ
ら
や
武
兵
へ
吉
三
を
さ
じ
き
る
引
お
ろ
し
ま
お
と
こ
成
と
さ

ん
ハ
ヽ
ち
や
う
ち
や
く
」
し
、

「
さ
か
み
や
太
左
衛
門
と
も
だ
ち
の
か
た
も
」

ち
、
吉
三
郎
は

「
ぶ
た
い
へ
引
た
さ
れ
む
ね
ん
が
る
」最
中
に
、
響
同
安
惣
左
衛

門
か
け
つ
け
せ
ん
ざ
す
る
」
と
い
う
大
騒
ぎ
の
場
で
あ
る
。
二
の
０
に
挙
げ
た

よ
う
に
、
こ
れ
が
ま
た
全
く
そ
の
ま
ま
に

「潤
色
江
戸
紫
」
（
四
之
巻
）
に
流
用

さ
れ
て
い
る
。
即
ち
木
挽
町
の
猿
若
山
三
の
顔
見
世
狂
言
「矢
の
根
曽
我
の
段
」

（
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
）上
演
中
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

入
口
切
ま
く
ど
い
や
ど
や
。
や
れ
け
ん
く
は
よ
と
立
さ
は
ぐ
。
ぶ
た
い
の
見

物
押
の
け
つ
き
の
け
。
引
立
ら
れ
て
吉
三
郎
。
か
た
ち
も
か
み
も
さ
ん
ば
ら

び
ん
。
ャ
ィ
で
、
武
兵
衛
太
左
衛
門
。
何
ゆ
へ
の
ら
う
ぜ
き
。
ャ
ァ
ぬ
か
す
な
。

お
の
れ
は
お
れ
が
恋
の
敵
と
。
平
太
も
そ
ば
か
ら
こ
し
お
し
て
。
　
コ
リ
ャ
の

ぞ
く
な
。
役
者
の
し
つ
た
事
じ
や
な
い
と
。
吉
三

一
人
り
を
お
つ
取
ま
い
て

さ
い
な
め
ば
。
こ
ら
へ
兼
て
す
る
り
と
ぬ
き
。
切
て
か
ヽ
る
刀
を
も
ぎ
取
引

立
れ
ば
。
…
…
…

と
あ

っ
て
翻
案
と
い
う
よ
り
も
、

「江
戸
桜
恋
英
」
の
趣
向
そ
の
も
の
が

「潤

色
江
戸
紫
」
に
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
喧
嘩
が
現
実
に
あ

っ
た
事
件

で
あ
り
な
が
ら
、
お
七
が
先
ず
こ
の
場
を
夢
で
み
て
、
後
に
現
実
で
あ

っ
た
こ

と
が
判
明
す
る
形
を
と
っ
た
と
こ
ろ
に
、

「
潤
色
江
戸
紫
」
の
せ
め
て
も
の
工

夫
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
趣
向
な
ど
は
全
く

「江
戸
桜
恋
英
」
あ

っ
て

の
後
、
初
め
て

「潤
色
江
戸
紫
」
に
存
在
し
え
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
海
音
の

「
八
百
や
お
七
」
に
な
い

「潤
色
江
戸

紫
」
の
趣
向
の
最
も
大
き
な
も
の
で
あ
る
廓
場
と
芝
居
舞
台
と
の
二
つ
の
場
が

何
れ
も
既
に

「江
戸
桜
恋
英
」
に
趣
向
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け

に
依

っ
て
み
て
も
、

「
八
百
や
お
七
」
か
ら

「潤
色
江
戸
紫
」
へ
の
展
開
上
に

於
て

「江
戸
桜
恋
英
」
の
占
め
る
位
置
が
大
き
な
意
味
を
も

っ
て
い
る
こ
と
を

理
会
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
更
に
こ
の
外
の
一
、
二
の
点
を
挙
げ
て

お
こ
う
。

海
音
の

「
八
百
や
お
七
」
の
八
百
屋
内
の
場
で
は
、
お
七
が
家
の
た
め
に
武

兵
衛
と
の
結
婚
を
承
諾
す
る
よ
う
に
母
が
ひ
と
り
で
教
え
諭
す
の
で
あ
る
が
、

「江
戸
桜
恋
英
」
の
同
じ
場
で
は

「
お
七
ふ
た
お
や
を
う
ら
み
し
う
げ
ん
を
か

な
し
が
る
」
と
こ
ろ
で

「
て
ヽ
お
や
久
兵

へ
は
ヽ
お
や
の
じ
や
け
ん
を
い
ヽ
き

か
せ
な
だ
め
る
」
と
父
が
母
の
立
場
と
入
れ
代
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
が

「潤
色

江
戸
紫
」
四
之
巻
八
百
屋
内
に
な
る
と
、
お
七
を
父
と
母
と
の
両
人
で
諭
す
こ

と
に
仕
組
ま
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に

「
江
戸
桜
恋
英
」
の
趣
向
の
影
響
が
現
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た

「
八
百
や
お
七
」
の
最
後
の
刑
場
で
は
吉
三
郎
は
お
七
の
処
刑
に
先
立

っ
て
切
腹
し
、
髪
を
切
る
趣
向
は
な
い
が
、

「江
戸
桜
恋
英
」
で
は
高
安
惣
左

衛
間
が

「
お
七
が
心
を
さ
つ
し
」
て
吉
三
郎
の
髪
を
切

っ
て
お
七
の
懐
に
入
れ

て
や
る
趣
向
と
な
る
。
こ
れ
が

「潤
色
江
戸
紫
」
の
同
じ
場
に
な
る
と
、
吉
三

郎
が
自
ら
髪
を
切

っ
て
、
お
七
の
袂
に
押
入
れ
る
。
こ
こ
に
も
明
ら
か
に

「江

戸
桜
恋
英
」
の
手
法
の
踏
襲
が
見
ら
れ
る
。

「江
戸
桜
恋
英
」
の
影
響
と
み
ら
れ
る

「潤
色
江
戸
紫
」
の
新
し
い
趣
向
に

つ
い
て
は
、
こ
の
程
度
に
と
ど
め
て
お
く
が
、
次
に
参
考
ま
で
に
、

「潤
色
江

戸
紫
」

の
後
に
出
た
八
百
屋
お
七
の
浄
瑠
璃

「伊
達
娘
恋
緋
鹿
子
」
（安
永
二

年
四
月
、
北
堀
江
座
）
を

一
瞥
し
て
み
よ
う
。

「江
戸
桜
恋
英
」
の

「吉
原
の
大
問
口
」
の
場
で

「
さ
か
み
や
太
左
衛
門
ぬ



す
み
取
た
る
か
ね
二
て
と
も
へ
が
み
う
け
の
し
や
う
も
ん
を
取
き
た
り
伝
ぞ
う

に
か
ね
を
こ
ふ
所
」
と
あ
る
よ
う
に
、
盗
ん
だ
金
で
遊
女
を
請
出
す
趣
向
が
あ

る
が
、

「伊
達
娘
恋
緋
鹿
子
」
参
の
巻
で
は
遊
女
染
之
助
に
な
じ
み
、
金
が
な

く
な
っ
た
の
で
、
盗
ん
だ
天
国
の
剣
を
売

っ
て
金
を
作
ろ
う
と
す
る
類
似
趣
向

が
見
ら
れ
る
。
そ
の
外
、
既
に
挙
げ
た
吉
三
郎
の
廓
通
い
が
忠
義
の
た
め
と
す

る

「江
戸
桜
恋
英
」
の
趣
向
は

「伊
達
娘
恋
緋
鹿
子
」
参
の
巻
で
は
、
吉
三
郎

が
若
殿
左
門
之
介
に
会
い
、
そ
の
守
護
に
吉
原
の
廓
に
来
て
い
る
と
い
う
仕
組

み
に
な
り
、
さ
き
の

「潤
色
江
戸
紫
」
の
場
合
よ
り
も

一
層

「江
戸
桜
恋
英
」

に
酷
似
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
八
百
屋
内
の
場
で
、
海
音
の

「
八
百
や
お
七
」
で
は
、
お
七
を
母
だ
け

が
諭
し
、
「
江
戸
桜
恋
英
」
で
は
父
だ
け
に
変
り
、

「潤
色
江
戸
紫
」
で
両
親

の
説
諭
と
な
っ
て
い
た
が
、

「伊
達
娘
恋
緋
鹿
子
」
全
ハ
の
巻
）
に
な
る
と
、
母

が
父
に
と
っ
て
旧
主
の
娘
で
あ
る
理
由
か
ら
、
お
七
を
父
が
主
に
口
説
く
（
母
も

後
に
は
共
に
口
説
く
）
と
い
う
、
ン」
れ
ま
た

「潤
色
江
戸
紫
」
の
場
合
よ
り
も

一

層

「江
戸
桜
恋
英
」
に
近
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
更
に
叉
、
刑
場
で
も

「江

戸
桜
恋
英
」
に
よ
つ
た
と
み
ら
れ
る
吉
三
郎
が

「何
ン
の
惜
げ
も
。
涙
な
が
ら
。

切
ッ
て
差
出
す
髪
の
髪
。
倶
に
哀
れ
と
情
知
ル
下
夕
役
人
ン
は
取
り
次
ィ
で
。

お
七
が
衿
に
差
入
ル
れ
ば
。
…
…
…
」
と
む
し
ろ

「潤
色
江
戸
紫
」
の
形
式
よ

り
も
更
に

「江
戸
桜
恋
英
」
の
形
に
近
い
描
写
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五

以
上
歌
舞
伎
絵
尽

「江
戸
桜
恋
英
」
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
海
音
の
浄
瑠
璃

「

八
百
や
お
七
」
か
ら
為
永
太
郎
兵
衛
等
の

「潤
色
江
戸
紫
」
、
更
に
は
菅
専
助

等
の

「伊
達
娘
恋
緋
鹿
子
」
へ
の
筋

。
趣
向
の
展
開
の
上
に
与
え
た
影
響
に
つ

い
て
見
て
き
た
。
即
ち
こ
こ
で
は
八
百
屋
お
七
も
の
の
義
太
夫
節
浄
瑠
璃
の
展

開
を
中
心
に
し
た
の
で
あ

っ
た
が
、
海
音
の

「
八
百
や
お
七
」
以
来
、　
一
部
分

の
増
補
や
前
篇
と
さ
れ
る
特
殊
例
を
除
け
ば
、
そ
の
本
筋
に
於
て
は
元
文
頃
ま

で
殆
ん
ど
発
展

・
変
化
を
見
せ
な
か
っ
た
浄
瑠
璃
の
八
百
屋
お
七
も
の
が
延
享

元
年
の

「潤
色
江
戸
紫
」
以
後
に
至
っ
て
突
然
、
本
筋
の
上
に
ま
で
根
本
的
変

化
を
示
す
ま
で
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
潤
色
江
戸
紫
」
の
丸
本
に
附
け
ら
れ
て
い
る
為
永
千
蝶
の
跛
に

「剖
ａ』視
終
斃
Ｑ諜
れ
栄
ぽ
滞
鶴
し
其
魯
欄
の煩し饗
を
駆
其，繊
扉
ゲ
配
発
を
饗

し
古
き
を
種
と
し
新
く
五
巻
に
作
り
…
…
…

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
八
百
屋
お
七
恋
緋
桜
」
を
こ
の
時
初
め
て
本
格
的
に

改
作
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、　
一
部
分
に
し
て
も
増
補

。
改
訂
が
既
に
早
く
江

戸
版
で
は
行
な
わ
れ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
上
方
で
は
こ
の
時
ま
で
手
を
加
え

ら
れ
な
か
っ
た
八
百
屋
お
七
の
浄
瑠
璃
が

「潤
色
江
戸
紫
」
に
至
っ
て
大
き
く

改
作
さ
れ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
に
は

「潤
色
江
戸
紫
」
の
立
作
者
、為
永
太
郎
兵
衛
（千

蝶
）
に
眼
を
転
ず
る
必
要
が
あ
る
。
森
修
氏
が
既
に
指
摘
（
「
人
文
研
究
」
第
二

巻
第
四
号
所
載

「浄
瑠
璃
合
作
者
考
」
の
註
１０
）
さ
れ
た
よ
う
に
、
絵
尽

「本

朝
斑
女
姜
只
寛
保
元
年
）
の
為
永
太
郎
兵
衛
の
序
文
「去
年
の
梢
の
秋
東
国

一
見

に
趣
き
云
々
」
に
よ
っ
て
、
元
文
五
年
秋
に
江
戸
に
下
り
、

「本
朝
斑
女
袋
」

は
そ
の

「
い
へ
づ
と
」
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
前
掲
の

「潤
色
江
戸

紫
」
の
跛
の
す
ぐ
前
に
江
戸
に
下
っ
た
折
に
お
七
の
墓
を
見
た
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
元
文
五
年
十

一
月
の
江
戸
中
村
座
の
顔
見
世

「宮
柱
太
平

記
」
で

「矢
の
根
五
郎
」
が
上
演
さ
れ
て
お
り
、
同
年
秋
に
江
戸
に
下

っ
た
為

永
太
郎
兵
衛
は
当
然
こ
れ
を
見
た
筈
で
あ
る
。
更
に
寛
保
元
年
春
、
江
戸
、
河

原
崎
座
の

「若
緑
七
種
ノ
寿
」
で
蝉
丸
の
世
界
に
八
百
屋
お
七
を
入
れ
た
も
の

を
演
じ
て
い
る
。
恐
ら
く
彼
は
ま
だ
江
戸
滞
在
中
で
、
こ
れ
も
見
た
の
で
は
な



い
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
体
験
を
も
つ
為
永
太
郎
兵
衛
が

「潤
色
江
戸
紫
」
の
構
想
を
立
て
る

場
合
を
考
え
て
み
る
に
、
右
の
時
期
と

「潤
色
江
戸
紫
」
刊
行
の
延
享
元
年
と

で
は
三
年
の
隔
た
り
が
あ

っ
て
、
時
期
的
に
は
密
接
せ
ず
、
右
の
体
験
が
趣
向

全
般
に
直
接
結
び
つ
く
も
の
で
も
な
い
が
、
少
な
く
と
も
過
去
に
お
七
の
墓
を

見
て
お
り
、
他
の
世
界
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
は
あ

っ
て
も
八
百
屋
お
七
の
芝

居
を
見
た
経
験
は
、
八
百
屋
お
七
の
浄
瑠
璃
の
改
作
を
思
い
立
つ
動
機
の
一
つ

に
は
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
「矢
の
根
五
郎
」

を
見
た
経
験
は
、
そ
れ
以
前
に
既
に
上
方
で
上
演
さ
れ
て
い
た

「
江
戸
桜
恋
英
」

を
利
用
し
て
改
作
の
筆
を
進
め
る
に
当
り
、

「江
戸
桜
恋
英
」
中
の
中
村
勘
三

郎
座
上
演
狂
言

「
四
天
王
軍
法
花
笠
」
を
猿
若
山
三
の

「矢
の
根
曽
我
の
段
」

と
取
替
え
る
こ
と
を
作
者
に
思
い
つ
か
せ
た
わ
け
で
あ
る
。

作
者
の
側
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
改
作
事
情
が
考
え
ら
れ
る
が
、
外
部
的
環

境
に
よ
る
改
作
理
由
も
亦
無
視
で
き
な
い
。
そ
の
一
つ
に
は
、
既
に
早
く
か
ら

浄
瑠
璃
作
者
の
地
位
は
捨
て
て
い
た
に
し
て
も
、
作
者
海
音
が
こ
の
一
年
半
前

の
寛
保
二
年
十
月
に
歿
し
た
た
め
、
大
阪
で
の
彼
の
浄
瑠
璃
の
本
格
的
改
作
も

気
分
的
に
行
な
い
易
く
な
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
然
し
外
部
的
事
情
が

た
だ
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

延
享
が
浄
瑠
璃
史
に
於
て

一
時
期
を
劃
す
る
時
で
あ
る
こ
と
は
既
に
論
じ
た

こ
と
が
あ
る
（拙
著

「浄
瑠
璃
操
芝
居
の
研
究
」
）
の
で
再
説
を
避
け
る
が
、
延

享
初
め
頃
は

「操
り
段
々
流
行
し
て
歌
舞
妓
は
無
が
如
し
。
…
…
…
操
り
の
は

ん
じ
や
う
い
は
ん
か
た
な
し
。」
（浄
瑠
璃
譜
）
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
最
盛
期
で
は

あ

っ
た
が
、
こ
の
隆
盛
は
操
り
芝
居
の
従
前
の
姿
の
ま
ま
で
の
隆
盛
で
は
な
く

て
、
浄
瑠
璃
の
写
実
化

・
音
曲
の
技
巧
化

。
人
形
機
能
の
発
達
な
ど
操
り
芝

居
全
体
が
以
前
と
は
異
な
る
姿
に
於
て
の
流
行
で
あ

っ
た
。
殊
に
浄
瑠
璃
の
音

曲
表
現
は

「操
曲
浪
花
芦
」
（延
享
四
年
）
の
序
に
も
、　
一
方
で

「
さ
り
と
は
、

／
ヽ
御
上
手
、
」
と
誉
め
る
此
太
夫
を
他
方
で
は

「
正
本
に
も
、
な
い
事
ま
で
、

日
か
ら
、出
る
ま
ゝ
の
、
う
そ
語
り
、」
と
評
す
る
な
ど
、誇
張
は
あ
る
に
し
て
も
、

大
き
く
相
反
す
る
解
釈
も
可
能
な
ほ
ど
の
音
曲
的
複
雑
さ
を
示
す
状
態
と
な
っ

て
、
操
り
評
判
記
は
続
出
し
、
や
が
て
安
永
期
の

「歌
舞
妓
芝
居
見
る
や
う
な

男
女
の
語
り
分
、
立日
曲
で
は
な
ふ
て
こ
わ
い
ろ
」
（安
永
六
年

「浄
瑠
璃
稽
古
風

流
」
）
と
い
う
よ
う
な
徹
底
的
な
歌
舞
伎
化
の
状
態

へ
と
向
か
っ
て
行
こ
う
と

す
る
操
り
芝
居
の
本
質
的
変
質
に
よ
る
興
行
の
最
盛
期
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
歌
舞
伎
的
影
響
の
濃
化
へ
の
転
換
期
に
臨
ん
で
、
八
百
屋
お
七
も
の

の
浄
瑠
璃
も
、
そ
れ
を
舞
台
に
か
け
る
に
は
、
従
来
の
形
態
か
ら
、
よ
ほ
ど
の

転
換
を
要
求
さ
れ
た
筈
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
同
題
材
の
手
近
か
な
大
阪

歌
舞
伎
の

「江
戸
桜
恋
英
」
の
趣
向
を
利
用
す
る
こ
と
は
便
利
で
あ
り
、
そ
し

て
、
こ
の
改
作
の
実
行
を
容
易
に
さ
せ
た
も
の
が
海
音
の
死
で
あ

っ
た
と
み
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
作
者
の
内
外
の
理
由
が
相
倹

っ
て
生
じ
た
も
の
が
「潤
色
江
戸
紫
」

で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
主
な
改
作
部
分

の
多
く
が

「江
戸
桜
恋
英
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
現
在
の
資
料
の
範

囲
で
は
当
然
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
当
時
の
操
り
界
の
推

移
、
そ
の
他
の
諸
事
情
を
背
景
と
し
て
の
八
百
屋
お
七
も
の
の
義
太
夫
節
浄
瑠

璃
の
展
開
の
上
に
持
つ

「江
戸
桜
恋
英
」
の
意
義
が
理
会
で
き
る
の
で
あ
る
。

小
稿
作
成
に
当

っ
て
は
、
疏
田
善
雄
氏

。
森
修
氏
よ
り
御
助
言
を
い
た

だ
き
、
ま
た
丸
本
閲
覧
に
つ
い
て
は
祓
田
氏
の
御
配
慮
に
あ
ず
か
り
、
役

者
評
判
記
に
関
し
て
は
長
浜
紅
氏
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
附
記
し
て
深
謝

の
意
を
表
し
ま
す

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（大
阪
学
芸
大
学
助
教
授
）
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